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「子どもの貧困」で国の対策急げ
絶対的低所得率の減少へ数値目標を

1億総活躍社会めざして地方創生を
　新春の候、ますます御健勝のこ
ととお慶び申し上げます。平素は
格別のご高配を賜り、厚く御礼申
し上げます。
　昨年の統一地方選挙において、
灘区の皆様より県政に押し出して
いただき、２期目として県議会及
び県議団において要職に就き、微
力ながら誠心誠意務めさせていた
だいております。
　特に平成 27年度は農政環境常
任委員会の副委員長を拝命し、生
活に直結する農林水産業の現状、
大気汚染など様々な環境問題の諸

課題を明らかにしてその対策を講
じるべく、また兵庫の発展に向け
将来につながる政策などについて
研修や討議を重ねております。
　そして、ライフワークである「介
護・子育てに全力投球 !」の信念
のもと、子どもの貧困問題等にも
取り組んでいます。どうすれば将
来を担う子どもたちを社会で支え
ることが出来るのか、様々な活動
の一環として「こども食堂」があ
ります。ボランティアが中心のこ
の活動を、いかに広げるかに苦心
しているところです。

きることを小さなことでも一つ一
つ行うことが大切です。
　本年も、灘区の皆様と共に安全・
安心で住みやすいまちづくりを目
指し、ふるさと兵庫をさらに誇れ
るよう、開かれた県政を目指して
参ります。
　今後ともご支援、ご鞭撻を賜り
ますようお願い申し上げます。

北浜みどり議員が県議会の
一般質問に登壇しました。
詳報は２、３面に掲載して
います

　商店街の活性化とまちの再整備
モデル事業として、水道筋商店街
内の 10 組織（水道筋１丁目商店
街振興組合、同６丁目商店街振興
組合、灘センター商店街振興組合
など）でつくる「水道筋地域まち
なか再生協議会」が、昨年 11 月
末に設立されました。北浜議員も
顧問を務めています。

ＪＲ摩耶駅開業など起爆剤に再生計画を検討へ
　空き店舗の増加などで衰退傾向
が見られる商店街を再生させるた
め、地元商店街が主体となって将
来のあり方を考えていく組織で、
対象区域は篠原南町６～７丁目、
５丁目の一部、中原通１～４丁目、
倉石通１～６丁目、水道筋１～６
丁目。
商店街を中心とした一層の活性

化策や、今春に開業予定のＪＲ摩
耶駅開業を起爆剤とした誘客など
で具体の検討を重ね、今年３月頃
に「まちなか再生計画」をとりま
とめる方針です。
　県や神戸市の協力のもと、同計
画に基づき、まち再生整備事業や
商店街活性化事業などが展開され
ていきます。

「中小企業振興条例」を制定
　昨年 10 月の定例県議会
で、自民党県議団が中心に
なって議員提案した「中小
企業の振興に関する条例」

助に」という強い思いで会派内外
で協議を重ね、とりまとめに尽力
しました。
　中小企業の振興に特化し、県に

クさせて地域経済
の活性化につなげ
ていくのがねらい
です。
　また、「地場産業の振興」「商
店街の活性化」も対象で、財

　「子どもの貧困」をテーマに、
その現状と課題について調査して
います。自民党県議団の健康福祉
部会による事業で、昨年 11 月に
は立教大学コミュニティ福祉学部
の浅井春夫教授から、「国に子ど
もの貧困を解決する意思があるの

その解決策を話し合いました。
　まず、国は正確な貧困率を提示
することから始める必要があり、
さらに絶対的低所得率を減らすな
どの数値目標を打ち立てていくよ
う、国に求めていかねばなりませ
ん。さらに世界の先進国を例に、
「子どもの生活水準の幸福度向上
（日本 22 位、英国 12 位、韓国 13
位）」「幼児期に重点を置いた子ど
も支援政策」などの重要性を協議

しました。
　また、東京都大田区にある子ど
も食堂「気まぐれ八百屋だんだん」
の取り組みを視察。一人でご飯を
食べなければいけない子どもに低
価格で手づくり晩ご飯を提供する
食堂で、全てボランティアで活動
されています。

か」「日本のケースの
特徴」「経済的貧困と
“あきらめ”の文化」
などが問題提起され、

地場産業、商店街の活性化も対象に
が全会一致で可
決されました。
議員による条例
制定は、県議会の歴史で３
件目。北浜議員も「政務活
動費問題で失墜した県議会
の県民の信頼を取り戻す一

よる支援施策の永続的な実効性を
担保しているのが特徴。企業が発
展していくための基本事項を定
め、地域創生の取り組みともリン

置を総動員して地域経済にカ
ンフル剤を注入していく、他
府県にない条例に仕上がって
います。

政や金融、税制、
技術的支援な
ど、執りうる措

「障害者の就労支援」のあり方検討
　「障害者の就労支援」や人
権問題をテーマに、社会福祉
法人恩賜財団「済生会」の炭

谷茂理事長を招いた勉強会を開催
しました。
　中で、失業者や障害者、ホーム
レスなどを社会的排除する問題を
解決する「ソーシャルインクルー
ジョン理念」と、これに基づいて

要性が訴えられ、障害者
就労は措置や支援と捉え
ず、ニュービジネスとし
て挑戦すべき領域である
との指摘も出ました。
　このほか、障害者就労
を徹底した「レストラン
たくみ農園」、「ご家族と
語る会」などの代表らと
意見交換し、障害者の就
労を支援するための行政
や企業の役割などを話し
合いました。
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く「ソーシャル
ファーム」の重

子ども食堂「気まぐれ八百屋だんだん」

水道筋地域まちなか再生協議会が設立

灘区の安全・安心なまちづくりをともに
　本年は１億総活躍元年として、
介護離職ゼロを目指すなど様々な
政策がなされる年でもあり、地方
創生・地域再生に向けて国も県も
市町も一丸となって動き始めてい
ます。
マザーテレサの言葉に「わたし

たち一人ひとりが自分の玄関の前
を掃除するだけで、全世界はきれ
いになる」という名言があるとお
り、１億総活躍社会とは一人ひと
りが地域のために何ができるかを
考えることと捉えています。その
実行として、人のために自分がで
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将来課題見据えて県に政策提案
　北浜みどり議員はこのほど、第₃₂₇回定例県議会の一般質問
に立ち、自らの政治理念である「元気な高齢者づくり」や
「身体・知的・精神障害者への支援」などに基づく下記の政
策４問５項目を県当局に訴えて理解を求めました。
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　北浜みどり議
員は自民党県議
団の農政環境部
会に所属し、こ
のほど埋立処分
場を設けて廃棄
物を受け入れて
いる大阪湾フェ
ニックス事業な
どを調査し、報
告書をとりまと
めました。
　生活排水など
の汚水を処理す
る神戸沖の処分
場などを視察し
て進ちょく状況などを調べた結果、
最終処分地の将来の方向性が見えて
いない課題や投資額 700 億円の採算
性などの問題があることが分かり、
今後、県議団として取り組んでいく
ことを決めました。

【北浜みどり】
　不妊治療数は平
成 24 年で約 32 万
6,000 件、 出 生 数

が将来積極的に子ども
を産むことを選択でき
るよう取り組んでいく
べきだ。それが少子化

に治療費の県単独追加助成を実
施した。また、若い世代が卵子
の老化や性感染症の予防など正
しい知識を身につけるため、小
中学校での体の成長と変化、性
の正しい知識の学習に加え、新
たに高校生、大学生が対象の性
と命を考えるキャンペーンを展
開する。チラシの記載について
は、ご指摘を踏まえて内容の改
善を図っていき、若い世代が積

【北浜みどり】
　テレビ会議システ
ムを使った授業を行
う愛知県犬山市の例

授業に活用できないか。苦手な科目
の繰り返し補習を可能にするのは、
ＩＣＴの得意分野でもある。

【教育長】
　今年度は兵庫教育大学などと連携
し、教員のＩＣＴ活用による指導力
向上のための体系的な研修プログラ
ムの開発に取り組み、小・中・高６
校を推進校に指定してＩＣＴの効果

的な活用による課題解決型学習
などの研究も進めている。この
先進事例を発信し、ＩＣＴが持

【北浜みどり】
　私が政治課題で最
も重要視しているの
は「元気な高齢社会

つつ、生きがい
仕事サポートセ
ンターを設置し
て仕事の相談、

【北浜みどり】
　特区を利用した富
山県の取り組みな
ど、全国にはさまざ

Ｑ

①　性教育を含めた少子化対策の取り組み
②　ＩＣＴの活用による過疎地域を含めた学力向上方策
③　高齢者の多様な就業機会の充実
④　障害者の就労支援
　　⑴工賃アップのための取り組み
　　⑵企業の法定雇用率向上に向けた取り組み

Ａ

は約３万 8,000 人と成功はわ
ずか約 10％。子供が欲しくて
もできなくて涙をのんでいる女
性が増えている。卵子の老化や
それに伴う障害を持って生まれ
てくる子どもたちの増加など、
母子の健康を確保する観点から
も、しっかりとした性教育を行
政や社会全体が担い、若い世代

極的に子どもを産み
育てることができる
環境づくりに取り組
んでいく。

Ｑ
など、教育現場で効果的なＩＣ
Ｔ※利用が進んでいる。過疎地
域だけでなく、ひきこもりの子
どもたちへの支援としてＩＣＴ Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

をつくる」こと。いかに高齢者
に社会参加してもらうかを考
えるのは、行政指導の範疇だ。
先日、70 歳を超えた男性が私
に、「自分たちのついの住みか
は介護施設ではなく、自然あふ
れる地域で農業を行える場所で
ある。気力も体力も、経済力も
あるうちに、第２の人生を始め

経験や知識を生かす
多様な就業機会、活
動機会を創出してい
きたい。

まな工夫で障害者の高い工賃を
実現している事業所がある。県
は障害者側の視点に立ち、新し
いことを始める意欲と勇気を
持って障害者の工賃アップを支
援してほしい。

社会全体で担う性教育で母子の健康守れ

補習授業など教育現場のＩＣＴ積極活用を

Ｑ

Ａ
り組み、30 年度
に平均工賃１万
7,000 円の目標達
成をめざす。

【健康福祉部長】
　複数の事業所が
協働して仕事の受
注や品質管理を行
う圏域ごとの調整
窓口の整備、事業
所職員への販路促進研修の実
施、商品開発を指導する人材バ
ンクの設置、企業や大学と共同
したブランド商品の開発、「プ
ラスぬくもり」商品を常設で販
売していく実験などに新たに取

【北浜みどり】
　企業が障害者に
仕事を発注した場
合に、法定雇用率

に加算するみなし雇用の導入を
検討する時期が来ている。障害
者雇用に新たな道を開くため、
柔軟性を持って取り組んでほし
いと要望するとともに、作業所
への発注努力をしている企業を

評価する支援を求
める。

【産業労働部長】
　県の障害者雇用
率は 1.90％で法定
雇用率２％に達し

ていない。発注実績を評価をし
て報奨金を企業へ支給すること
などは発注拡大に有効で、今後、
国への提案も含めて検討してい
く。また、福祉サービス事業所
等への発注実績が年 100 万円以
上の企業に、庁内物
品の入札で優先的に
扱うなどの支援を展
開している。

対策の根幹ではないか。
　また、県が作成したチラシ「思い
がけない妊娠ＳＯＳ」には中絶費用
の記載はあるが、さまざまな援助で
社会が手助けするから産んでほしい
という記載はなく残念に思う。

【井戸知事】
　今年度から、所得の低い若い世代
から特定不妊治療を開始できるよう

を効果的に活用で
きないか。また、
子どもたちの補習

たい」と話していました。働くこと
が美徳であるという日本人気質を備
え、介護されるを待つのではなく、
自分たちにできることを見つけ、社
会に役立つ存在であり続けたいと、
私たちの諸先輩は強く思っていま
す。こうした県民意識に応えるため、
高齢者の多様な就業機会の充実をど
う進めていくのか。

【井戸知事】
　シルバー人材センターで高齢者家
事援助サービス、空き家管理、保育
所通園バッグの作製などに取り組み

コミュニティビジネスの立ち上
げ支援を行っている。本年度、
新たに豊かな経験や技術といっ
た高齢者の強みを生かした事業
の立ち上げ支援や、補助金の活
用による高齢者起業支援を積極
的に行っていくほか、高齢者の

元気な高齢社会づくりへ就労支援を

障害者の工賃、雇用率アップめざせ

※ＩＣＴ（Information and Communication 
Technology）＝情報通信技術

つ強みを生かして
教育の質向上に向
けた支援を進め
る。
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います。自民党県議団の健康福祉
部会による事業で、昨年 11 月に
は立教大学コミュニティ福祉学部
の浅井春夫教授から、「国に子ど
もの貧困を解決する意思があるの

その解決策を話し合いました。
　まず、国は正確な貧困率を提示
することから始める必要があり、
さらに絶対的低所得率を減らすな
どの数値目標を打ち立てていくよ
う、国に求めていかねばなりませ
ん。さらに世界の先進国を例に、
「子どもの生活水準の幸福度向上
（日本 22 位、英国 12 位、韓国 13
位）」「幼児期に重点を置いた子ど
も支援政策」などの重要性を協議

しました。
　また、東京都大田区にある子ど
も食堂「気まぐれ八百屋だんだん」
の取り組みを視察。一人でご飯を
食べなければいけない子どもに低
価格で手づくり晩ご飯を提供する
食堂で、全てボランティアで活動
されています。

か」「日本のケースの
特徴」「経済的貧困と
“あきらめ”の文化」
などが問題提起され、

地場産業、商店街の活性化も対象に
が全会一致で可
決されました。
議員による条例
制定は、県議会の歴史で３
件目。北浜議員も「政務活
動費問題で失墜した県議会
の県民の信頼を取り戻す一

よる支援施策の永続的な実効性を
担保しているのが特徴。企業が発
展していくための基本事項を定
め、地域創生の取り組みともリン

置を総動員して地域経済にカ
ンフル剤を注入していく、他
府県にない条例に仕上がって
います。

政や金融、税制、
技術的支援な
ど、執りうる措

「障害者の就労支援」のあり方検討
　「障害者の就労支援」や人
権問題をテーマに、社会福祉
法人恩賜財団「済生会」の炭

谷茂理事長を招いた勉強会を開催
しました。
　中で、失業者や障害者、ホーム
レスなどを社会的排除する問題を
解決する「ソーシャルインクルー
ジョン理念」と、これに基づいて

要性が訴えられ、障害者
就労は措置や支援と捉え
ず、ニュービジネスとし
て挑戦すべき領域である
との指摘も出ました。
　このほか、障害者就労
を徹底した「レストラン
たくみ農園」、「ご家族と
語る会」などの代表らと
意見交換し、障害者の就
労を支援するための行政
や企業の役割などを話し
合いました。

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
挑
戦
も

健常者と障害
者がともに働
く「ソーシャル
ファーム」の重

子ども食堂「気まぐれ八百屋だんだん」

水道筋地域まちなか再生協議会が設立

灘区の安全・安心なまちづくりをともに
　本年は１億総活躍元年として、
介護離職ゼロを目指すなど様々な
政策がなされる年でもあり、地方
創生・地域再生に向けて国も県も
市町も一丸となって動き始めてい
ます。
マザーテレサの言葉に「わたし

たち一人ひとりが自分の玄関の前
を掃除するだけで、全世界はきれ
いになる」という名言があるとお
り、１億総活躍社会とは一人ひと
りが地域のために何ができるかを
考えることと捉えています。その
実行として、人のために自分がで
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将来課題見据えて県に政策提案
　北浜みどり議員はこのほど、第₃₂₇回定例県議会の一般質問
に立ち、自らの政治理念である「元気な高齢者づくり」や
「身体・知的・精神障害者への支援」などに基づく下記の政
策４問５項目を県当局に訴えて理解を求めました。

大
阪
湾
の
廃
棄
物
処
分
場
な
ど
調
査

採
算
性
な
ど
課
題
解
決
に
着
手

　北浜みどり議
員は自民党県議
団の農政環境部
会に所属し、こ
のほど埋立処分
場を設けて廃棄
物を受け入れて
いる大阪湾フェ
ニックス事業な
どを調査し、報
告書をとりまと
めました。
　生活排水など
の汚水を処理す
る神戸沖の処分
場などを視察し
て進ちょく状況などを調べた結果、
最終処分地の将来の方向性が見えて
いない課題や投資額 700 億円の採算
性などの問題があることが分かり、
今後、県議団として取り組んでいく
ことを決めました。

【北浜みどり】
　不妊治療数は平
成 24 年で約 32 万
6,000 件、 出 生 数

が将来積極的に子ども
を産むことを選択でき
るよう取り組んでいく
べきだ。それが少子化

に治療費の県単独追加助成を実
施した。また、若い世代が卵子
の老化や性感染症の予防など正
しい知識を身につけるため、小
中学校での体の成長と変化、性
の正しい知識の学習に加え、新
たに高校生、大学生が対象の性
と命を考えるキャンペーンを展
開する。チラシの記載について
は、ご指摘を踏まえて内容の改
善を図っていき、若い世代が積

【北浜みどり】
テレビ会議システ

ムを使った授業を行
う愛知県犬山市の例

授業に活用できないか。苦手な科目
の繰り返し補習を可能にするのは、
ＩＣＴの得意分野でもある。

【教育長】
　今年度は兵庫教育大学などと連携
し、教員のＩＣＴ活用による指導力
向上のための体系的な研修プログラ
ムの開発に取り組み、小・中・高６
校を推進校に指定してＩＣＴの効果

的な活用による課題解決型学習
などの研究も進めている。この
先進事例を発信し、ＩＣＴが持

【北浜みどり】
　私が政治課題で最
も重要視しているの
は「元気な高齢社会

つつ、生きがい
仕事サポートセ
ンターを設置し
て仕事の相談、

【北浜みどり】
　特区を利用した富
山県の取り組みな
ど、全国にはさまざ

Ｑ

① 性教育を含めた少子化対策の取り組み
② ＩＣＴの活用による過疎地域を含めた学力向上方策
③ 高齢者の多様な就業機会の充実
④ 障害者の就労支援

⑴工賃アップのための取り組み
⑵企業の法定雇用率向上に向けた取り組み

Ａ

は約３万 8,000 人と成功はわ
ずか約 10％。子供が欲しくて
もできなくて涙をのんでいる女
性が増えている。卵子の老化や
それに伴う障害を持って生まれ
てくる子どもたちの増加など、
母子の健康を確保する観点から
も、しっかりとした性教育を行
政や社会全体が担い、若い世代

極的に子どもを産み
育てることができる
環境づくりに取り組
んでいく。

Ｑ
など、教育現場で効果的なＩＣ
Ｔ※利用が進んでいる。過疎地
域だけでなく、ひきこもりの子
どもたちへの支援としてＩＣＴ Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

をつくる」こと。いかに高齢者
に社会参加してもらうかを考
えるのは、行政指導の範疇だ。
先日、70 歳を超えた男性が私
に、「自分たちのついの住みか
は介護施設ではなく、自然あふ
れる地域で農業を行える場所で
ある。気力も体力も、経済力も
あるうちに、第２の人生を始め

経験や知識を生かす
多様な就業機会、活
動機会を創出してい
きたい。

まな工夫で障害者の高い工賃を
実現している事業所がある。県
は障害者側の視点に立ち、新し
いことを始める意欲と勇気を
持って障害者の工賃アップを支
援してほしい。

社会全体で担う性教育で母子の健康守れ

補習授業など教育現場のＩＣＴ積極活用を

Ｑ

Ａ
り組み、30 年度
に平均工賃１万
7,000 円の目標達
成をめざす。

【健康福祉部長】
　複数の事業所が
協働して仕事の受
注や品質管理を行
う圏域ごとの調整
窓口の整備、事業
所職員への販路促進研修の実
施、商品開発を指導する人材バ
ンクの設置、企業や大学と共同
したブランド商品の開発、「プ
ラスぬくもり」商品を常設で販
売していく実験などに新たに取

【北浜みどり】
　企業が障害者に
仕事を発注した場
合に、法定雇用率

に加算するみなし雇用の導入を
検討する時期が来ている。障害
者雇用に新たな道を開くため、
柔軟性を持って取り組んでほし
いと要望するとともに、作業所
への発注努力をしている企業を

評価する支援を求
める。

【産業労働部長】
　県の障害者雇用
率は 1.90％で法定
雇用率２％に達し

ていない。発注実績を評価をし
て報奨金を企業へ支給すること
などは発注拡大に有効で、今後、
国への提案も含めて検討してい
く。また、福祉サービス事業所
等への発注実績が年 100 万円以
上の企業に、庁内物
品の入札で優先的に
扱うなどの支援を展
開している。

対策の根幹ではないか。
　また、県が作成したチラシ「思い
がけない妊娠ＳＯＳ」には中絶費用
の記載はあるが、さまざまな援助で
社会が手助けするから産んでほしい
という記載はなく残念に思う。

【井戸知事】
　今年度から、所得の低い若い世代
から特定不妊治療を開始できるよう

を効果的に活用で
きないか。また、
子どもたちの補習

たい」と話していました。働くこと
が美徳であるという日本人気質を備
え、介護されるを待つのではなく、
自分たちにできることを見つけ、社
会に役立つ存在であり続けたいと、
私たちの諸先輩は強く思っていま
す。こうした県民意識に応えるため、
高齢者の多様な就業機会の充実をど
う進めていくのか。

【井戸知事】
シルバー人材センターで高齢者家
事援助サービス、空き家管理、保育
所通園バッグの作製などに取り組み

コミュニティビジネスの立ち上
げ支援を行っている。本年度、
新たに豊かな経験や技術といっ
た高齢者の強みを生かした事業
の立ち上げ支援や、補助金の活
用による高齢者起業支援を積極
的に行っていくほか、高齢者の

元気な高齢社会づくりへ就労支援を

障害者の工賃、雇用率アップめざせ

※ＩＣＴ（Information and Communication 
Technology）＝情報通信技術

つ強みを生かして
教育の質向上に向
けた支援を進め
る。




